


















6.結論 

脳幹機能検査としての経皮的電気刺激による瞬目反射の臨床応用の基礎知見をうるために、

7～15 歳の各年齢正常児についての標準知見をえた。 

次に、突然死の病態生理における睡眠時無呼吸の意義を追求する目的で、重症心身障害児

17例につき、瞬目反射を検討した結果、無呼吸例2例全例において異常所見が認められた。 


